ベーシック・インカム日本ネットワーク設立集会【前夜祭】
「LIFE: Powered by Basic Income」

時間：2009年3月26日　17:00開場、18:00開始　（20:30終了）
場所：同志社大学今出川キャンパス寒梅館地下A会議室
http://www.doshisha.ac.jp/access/ima_access.html

入場無料：軽食付き／飲み物販売（予定）

ベーシック・インカムについて考えるとき、語るとき、いつだって「財源はどうする」「給付額はいくらにする」「最低賃金はどうする」「働かない人が沢山でたらどうする」などなど、不安で後ろ向きな話ばかり。いきおい僕らも、「みなさん大丈夫ですよ、安心してください。ベーシック・インカムを導入したって、社会は大きく変わりませんよ。今までどおり安心して暮らしていけますよ」となだめることに慣れてしまった感がある。でも、本当にそうだろうか。ベーシック・インカムは、現代社会の歪みにうまく対処するための、革命的だけど単なる再分配上の変革に過ぎないのだろうか。
そんなことはないんじゃないか。ベーシック・インカムは、僕らの関係を、日々の生活を、生きる意味を転覆し、全く別なものに変えてしまうかもしれない。それは背筋が凍るほど恐ろしい不安なことかもしれないけれど、同時にわくわくと胸躍る素晴らしい未来を描くことでもあると思う。いよいよ日本でベーシック・インカムを推進するネットワークが設立されるその前夜こそ、このラディカルな側面を、こっそり話し合っておくのに相応しいんじゃないだろうか。
だから今回のテーマは、労働ではなく生活［LIFE］だ。それも、事情があってまともな生活を送れない人を仕方なくフツーの生活に引き上げてあげるための有り難いベーシック・インカムではなくて、今現在、大多数の人々が送る「フツーの生活」自体を問い直し、鍛え直すためのベーシック・インカムを考えてみたい。

＜パネリスト［敬称略］＞
pha
［ニート、たまにプログラマー、ギークハウスプロジェクト主催］

高橋淳也
［「家族をひらく」をテーマにひきこもりを支援するNPO法人ニュースタート関西、訪問者］

堅田香緒里
［埼玉県立大学助教、社会政策・社会福祉学。フェミニズムの視点からBasic Incomeを研究する］

久保田裕之
［大阪大学大学院、家族社会学。国内外のシェアハウジングや、オランダのSquattingの研究等を行う］

その他、関西を中心にいろんなひとが集まる予定。
フロアを交えたゆるやかな座談会を考えていますので、是非ご参加ください。

問い合わせ：hkubota@hus.osaka-u.ac.jp
